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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年1月8日(2009.1.8)

【公表番号】特表2002-503737(P2002-503737A)
【公表日】平成14年2月5日(2002.2.5)
【出願番号】特願2000-531486(P2000-531486)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 240/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 157/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 240/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ 157/02    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年11月10日(2008.11.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
上記パラメーターを示す芳香族化合物で変性した脂肪族炭化水素樹脂は、（ａ）Ｃ５およ
びＣ６オレフィン（シクロオレフィンを含める）および／またはＣ５およびＣ６ジオレフ
ィン、（ｂ）芳香族モノマー、ならびに（ｃ）（ジ）シクロジオレフィンを含む石油供給
原料を含む重合供給原料が、フリーデル・クラフツ重合に供され；
Ｃ５およびＣ６オレフィン（シクロオレフィンを含める）および／またはＣ５およびＣ６
ジオレフィンならびに芳香族モノマーが、前記樹脂が２５～４５℃のＭＭＡＰを有するよ
うな量で使用され；
かつ前記（ジ）シクロジオレフィンが、前記樹脂が２０００ダルトン以下のＭｗおよび６
０００ダルトン以下のＭｚを有するような量で使用される方法により得られる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
本発明の芳香族化合物で変性した脂肪族炭化水素樹脂は、重合供給原料をフリーデル・ク
ラフツ重合に供することにより得られる。前記重合供給原料は、普通混合石油供給原料と
稀釈剤とを含む。石油供給原料は、好ましくは（ａ）Ｃ５およびＣ６オレフィン（シクロ
オレフィンを含める）および／またはＣ５およびＣ６ジオレフィンを好ましくは４５重量
％＋／－２５重量％の量で、（ｂ）芳香族モノマーを好ましくは４０重量％＋／－２０重
量％の量で、ならびに（ｃ）（ジ）シクロジオレフィンを好ましくは２０重量％＋／－１
０重量％の量で含む。
り得られる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
本発明の特に好ましい実施態様において、（ａ）がイソプレンもしくはイソプレンに富む
ピペリレン流れであり、（ｂ）がメチルインデンに富む流れであり、（ｃ）が（ジ）シク
ロジオレフィン流れである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
（ｂ）供給原料の芳香族部分は、スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン、パラ
－メチルスチレン、ジビニルベンゼン、（ｔ－）ブチルスチレン、インデン、メチルイン
デン、およびこれらの混合物である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
芳香族モノマーにもっとも好ましく使用される供給原料流れは、主にモノマーとしてビニ
ルトルエンおよびインデンからなる市販される樹脂油である。高沸点範囲の樹脂油も使用
できる。それらは、主にインデンおよびメチルインデンを含む。純モノマー流れも使用で
き、所望の組成物に混合できる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
重合供給原料の芳香族部分の組成がポテンシャルＲ＆Ｂ軟化点に影響を及ぼし、したがっ
て、好ましくは使用されるピペリレンもしくはイソプレン流れによって調整されることも
発見された。イソプレンもしくはイソプレンに富むピペリレン流れの使用がポテンシャル
軟化点を低下させることも発見された。組成を調整して、芳香族部分は減少したＲ＆Ｂ軟
化点を埋め合わせた。特に、メチルインデンに豊富な芳香族部分が高ポテンシャル軟化点
をもたらすことが発見された。したがって、本発明の方法の好ましい実施態様は、成分（
ａ）としてイソプレンもしくはイソプレンに富むピペリレン流れ、成分（ｂ）としてメチ
ルインデンに富む流れ、および成分（ｃ）として（ジ）シクロジオレフィンを含む供給原
料を使用する。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
使用法／定義：
　実施例に記載されるような接着組成物を調製するのに使用された材料は、次のとおりで
ある：
レギュラーピペリレン５０：ペルニス（ＮＬ）のＳｈｅｌｌから入手可能なピペリレン濃
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縮物。組成は下記参照。
粗ピペリレン５０：ターネウゼン（ＮＬ）のＤＯＷから入手可能な粗ピペリレン濃縮物。
組成は下記参照。
Ｃ９ ＨＢＲ高沸点樹脂油：ゲリーン（ＮＬ）のＤＳＭから入手可能な、主にインデンお
よびメチルインデンからなる樹脂油。組成は下記参照。
レギュラーＣ９クラシック樹脂油：ゲリーンのＤＳＭから入手可能な、主にビニルトルエ
ンおよびインデンからなる樹脂油。組成は下記参照。
ＤＣＰＤ９１濃縮物：ペルニス（ＮＬ）のＳｈｅｌｌから入手可能な、９１％純度のジシ
クロペンタジエン濃縮物。
イソプレン６５：ペルニスのＳｈｅｌｌ製イソプレン流れ。組成は下記参照。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
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【表２】

【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
実施例３．ｂ．Ｃ９ ＨＢＲのレギュラーピペリレンとの併用法
　次の表は、レギュラーピペリレンを用いるメチルインデンに富む樹脂油（Ｃ９ ＨＢＲ
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）の軟化点増加効果を示す。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
実施例３．ｃ．Ｃ９ ＨＢＲの粗Ｃ５との併用法
　下記表は、メチルインデンに富むＣ９ ＨＢＲ樹脂油をイソプレンが豊富な粗ピペリレ
ン流れと併用したときの効果を示す（供給原料流れの組成参照）。Ｒ＆Ｂ軟化点は、すべ
てポテンシャルにストリッピングされた。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
表に示されるこの実施例の結果は、メチルインデンに富むＣ９ ＨＢＲ樹脂油が１０℃高
いポテンシャル軟化点を生じることを示す。後に選択的ストリッピングもしくはオイリン
グダウンにより軟化点を制御することは、はるかに易しくなる。かくて、所望の樹脂特性
のためにイソプレンもしくはイソプレンに富むピペリレン流れを使用することは可能であ
る。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
ここでは、分子量パラメーターは、追加量の連鎖移動剤使用で減少した。
実施例４．ｂ．過剰の（ジ）シクロジオレフィンが重合供給原料に添加される場合の追加
的連鎖移動剤の使用法
　ジシクロジオレフィンおよびシクロジオレフィンの追加量が高すぎることは可能である
。下記表は、分子量パラメーターを追加量の連鎖移動剤を使用することにより減少できる
ことを示す。連鎖移動剤の量は、Ｃ４のような全モノマーの画分として下記表に示される
。この場合、純イソブチレンが使用された。この実施例については、Ｃ５およびＣ６オレ
フィンならびにジオレフィンがイソプレン流れ起源である実験が選ばれた。芳香族部分は
メチルインデンに富むＣ９ ＨＢＲ樹脂油起源で、ジシクロジオレフィンおよびシクロジ
オレフィンはシクロペンタジエンおよびジシクロペンタジエン起源だった。示される軟化
点は、ポテンシャル軟化点にストリッピングされた。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
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【表１２】
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